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最高管理責任者　　学長　内　村　直　尚

久　　　留　　　米　　　大　　　学

　 研究活動コンプライアンス委員会

　 　委 員 長：統括管理責任者
　 　副委員長：統括管理副責任者
　 　副委員長：事務局長

構　　成　　員　　（　　研　　究　　者　　・　　研　　究　　支　　援　　者　　）

　　　　統括管理責任者　　副学長　石　竹　達　也

　　　　統括管理副責任者　副学長　荒　井　　　功

　　（最高管理責任者が研究活動ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会の委員から推薦する者）

コ　ン　プ　ラ　イ　ア　ン　ス　推　進　責　任　者　　

コ　　ン　　プ　　ラ　　イ　　ア　　ン　　ス　　推　　進　　副　　責　　任　　者

指示 報告

報告

報告

報告指示

各部局

内部監査部門

(内部監査室)
告発・通報受付窓口

防止計画推進部署

(産学官連携推進室)

連携

連携

監査結果報告

研究費監査

調査委員会

研 究 活 動 コ ン プ ラ イ ア ン ス 推 進 ・ 責 任 体 制 図

指示

指示

諸活動の実施、受講管理、改善指導、状況報告
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本学における研究活動を統括し、研究費の運営･管理及び不正行為の防止等に関する最終責任を負う者。（学長）

＜役割＞
　１　不正行為の防止等に関する基本方針を策定・周知するとともに、それらを実施するために必要な措置を講じる。
　２　統括管理責任者、統括管理副責任者及びコンプライアンス推進責任者が責任をもって不正行為の防止等が行えるよう、適切に指導する。
　３　不正行為の誘発要因を除去し、効果的な抑止機能を有する環境体制の構築に努めるものとする。
　４　不正行為の事前防止に努め公正な研究活動を推進するとともに研究者倫理を周知するために、教育・啓発活動に努める。
　５　不正防止対策の基本方針や具体的な不正防止対策の策定に当たっては、理事会、大学評議会等において審議を主導するとともに、その実施状況や効果等について委員等と議論を深め、様々な啓発活動を定期的に行い、
　　構成員の意識の向上と浸透を図る。

最高管理責任者を補佐し、公正な研究活動、研究費の適切な運営･管理及び不正行為の防止を推進するため、本学全体を統括する実質的な責任と権限を持つ者。
（研究活動コンプライアンス委員会の委員（副学長）から、最高管理責任者が指名する者）

＜役割＞
　不正行為防止等の基本方針に基づき、本学全体の具体的な対策を策定・実施し、実施状況を確認するとともに、最高管理責任者に報告する。
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当該部局の規模等に応じて、役割の実効性を確保する観点から、日常的に目が届き、与えられた組織の範囲又は役割においてコンプライアンス推進責任者を補佐し、又は、指示、指導の下にコンプライアンスに係る諸活動を
実施する。

＜役割＞
　１　コンプライアンス推進責任者（研究倫理教育責任者）の補佐をし、不正行為（研究活動又はその研究の発表の
　　過程における。）が起こりにくい環境づくりに努める。
　２　研究者の基本的責任、研究活動に対する姿勢等の研究者の行動規範の周知、研究分野の特性に応じ、研究
　　データとなる実験・観察ノート等の記録媒体の作成（作成方法等を含む。）・保管や実験試料・試薬の保存、論文
　　作成の際の各研究者間における役割分担・責任関係の明確化等、研究活動に関して守るべき作法についての
　　知識や技術を若手研究者等に修得・習熟させることに努める。

＜役割＞
  １　コンプライアンス推進責任者を補佐し、不正行為（研究費等）が起こりにくい環境づくりに努める。
　２　コンプライアンス推進責任者へ研究費等に関する管理・執行の情報の伝達。

不正行為防止を図るため、研究活動コンプライアンス委員会を設置する。
同委員会は、不正行為防止計画の実施に当たり、最高管理責任者の下で管理及び運営を行い、次の委員をもって組織する。

１　法人理事（学識経験者）１名　２　副学長３名　３　学部長６名　４　大学病院病院長　５　大学院研究科長４名　６　医学部看護学科長　７　医学部医療検査学科長　８　事務局長
９　その他委員長が必要と認める者１名

コンプライアンス委員会の所管事項は、次に掲げる事項とする。
　１　不正行為防止に関する情報収集・分析を通じた不正要因の把握に関する事項。
　２　不正行為防止計画の策定･実施に関する事項。
　３　研究者等への倫理教育の実施、受講状況及び理解度の把握に関する事項。
　４　不正行為に係る事案への対応に関する事項。
　５　その他不正行為防止に関すること。

不正行為防止等の基本方針に基づき、大学の対策の策定・実施及び実施状況の確認に関する補佐を行う者。
統括管理責任者を補佐する者。（研究活動コンプライアンス委員会の委員（副学長）から、最高管理責任者が指名する者）

＜役割＞
　不正行為防止等の基本方針に基づき、本学全体の具体的な対策を策定・実施及び実施状況の確認に関する補佐を行う。

公正な研究活動、研究費の適切な運営･管理及び不正行為の防止を推進するため、自らの部局を統括し実質的な責任と権限を持つ者。
（学部長、大学院研究科長、病院長、大学附置研究所長・センター長及び各事務部長）

＜役割＞
　１　統括管理責任者の指示の下、部局における不正行為防止対策を実施し、実施状況を確認するとともに、統括管理責任者に報告する。
　２　管理監督する部局の研究者等が、公正な研究活動及び適切な研究費の管理・執行を行っているか等を確認し、必要に応じて改善を指導する。
  ３　当該部局の規模等に応じて、責任と権限の一部を担うコンプライアンス推進副責任者を置くことができる。

　４　コンプライアンス推進責任者（研究倫理教育責任者）として部局内の研究者等に対し、次に掲げる倫理教育を
　　実施し、受講状況を管理監督する。
  ・　研究倫理教育
        研究者等に求められる倫理規範を修得させるための教育
  ５　学生の研究者倫理に関する規範意識を徹底していくため、大学の教育研究上の目的及び専攻分野の特性に
　　応じて、学生に対する研究倫理教育の実施を推進する。
  ６　共同研究における個々の研究者等がそれぞれの役割分担・責任を明確化することや、複数の研究者による
　　研究活動の全容を把握・管理する立場にある代表研究者が、研究活動や研究成果を適切に確認するとともに、
　　若手研究者等が自立した研究活動を遂行できるよう適切な支援・助言等がなされる環境整備（メンターの配置
　　等）を行うよう努める。

　４　部局内の研究者等に対し、次に掲げる倫理教育を実施し、受講状況を管理監督する。
　・ コンプライアンス教育
   　　研究費の使用方法、管理体制、それらに伴う責任及びどのような行為が不正に当たるか等を理解させる
　　教育
　５　管理監督又は指導する部局において、定期的に啓発活動を実施する。

 

構成員（研究者・研究支援者）は、不正行為を行ってはならず、加担もしてはならない。
構成員が不正行為を行った場合、本学、配分機関等の処分及び法的な責任を負う。

「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に対応する役割「研究機関にける公的研究費の管理・監査のガイドライン」に対応する・役割


